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1 .三現主義を活かしたテレワーク実現における課題
①現物確認の観点
　遠隔地から現場の現物を確認することは、三現主義
を活かしたテレワークを実現する上での重要な課題で
ある。三現主義の利点を十分に活用するためには、保
全技術者が業務遂行時にどのような知覚情報を用いて
作業を行っているのかを明らかにし、それらの情報を
遠隔地からも確認可能とする必要がある。
②技術の観点
　臭いのように検知や定量化が困難な知覚情報をデー
タ化することは技術的課題である。工場内はクーラン
トや油による複合臭環境であり、設備由来の異臭判別
は容易ではないが、臭いは保全技術者にとって重要な
情報である。そのため、臭いを含む知覚情報をデータ
化し、遠隔地で活用可能とする技術の確立が求められ
る。
③人材確保の観点
　  I  T  スキルを有する保全技術者の確保も重要な課題
である。三現主義のメリットを活かしたテレワークを
実現するためには、遠隔地から設備を監視するシステ
ムなどの I T技術が不可欠であり、これらの運用・保守
やトラブル対応には一定水準以上の I Tスキルを持つ技
術者が必要となる。しかし、近年多くの企業で I T技術
者の不足が指摘されており、人材確保は容易ではない
2 .最も重要な課題とその解決策
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( 1 )  最重要課題
　三現主義のメリットを活かしたテレワークを実現す
る上で、工場の遠隔地から現物を確認することを最重
要課題と位置づける。現物確認は三現主義の中核であ
り、これが実現されなければ、その本質的な利点をテ
レワーク環境で活用することは困難である。
( 2 )  解決策
① I o T  を活用したセンサーによる設備状態の遠隔監視      　    
   I o T技術を活用し、各種センサーによって設備の状
態を遠隔地から監視することが有効である。サーミス
タによる発熱監視や、振動センサーによる異常振動の
検知、設備動作に必要なセンサー出力の有無をデータ
として収集・通信することで、遠隔地から設備状態を
把握できる。
②ドローンおよびカメラを用いた視覚的確認
   設備の状態を視覚的に確認する手段として、ドロー
ンや固定カメラの活用が有効である。例えば、センサ
により異常が検知された場合、ドローンを用いること
で、異常箇所を遠隔地から視認することが可能となる
③設備異常履歴の遠隔閲覧
設備の異常履歴を遠隔地から閲覧可能とすることは、
現物確認を補完する有効な手段である。異常履歴から
故障の予兆を把握でき、例えば誤動作が頻発している
場合には、接触不良や断線の可能性を推定できる。
3 .波及効果と新たに生じるリスク及びその対策



受験番号

問題番号　　Ⅰ － 2  

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。　           　　　　　　　　　　　　　　　　　　24字×25字

 

( 1 )  波及効果
　各種センサーにより設備状態をデータ化・可視化す
ることで、遠隔地からの継続的な監視が可能となり、
予防保全を実施しやすくなる。例えば、使用回数や温
度変化の傾向を把握することで、部品寿命や潤滑不足
を早期に検知でき、突発停止による故障や生産中断の
リスクを低減できる。
( 2 )  新たに生じるリスク
　センサ類の増加に伴い、設備全体の消費電力が増加
するというリスクが生じる。必要電力の増加は、発電
に使用される一次エネルギーの消費増加につながる。
現状では、一次エネルギーとして化石燃料が多く利用
されているため、結果として環境汚染を助長する可能
性がある。
( 3 )  リスクに対する対策
  消費電力増加に伴う環境負荷を低減する対策とし
て、太陽光パネルの設置が有効である。増加した消費
電力を再生可能エネルギーによって賄うことで、化石
燃料の消費量を増加させることなく運用が可能となる
その結果、環境汚染が進行するリスクを抑制できると
考えられる。
4 .業務遂行にあたり必要な要件・留意点
   省エネルギー化および再生可能エネルギーの活用を
推進し、環境負荷の低減を通じて持続可能な社会の実
現に貢献する。    以上


